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3 直流直巻電動機の精進

そのつなぎは図-6 に示す

とおりで，電器量子 ・ 補極 ・ 界

磁が直列につないであって，

外箱 ・ 磁転車 ・ 篭綾子 ・ ブラシ

およびブラシささえの 4 部分

から成っている。

( 1) 外 箱これはわく

が主体で磁気特性の良好な鋳

鋼または鋼板溶接で作られ，
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1. MT 42 形主電動機

その両日IIJに鋭ぶたがあり，鋭ぶたの中央には電綾子の軸受があ

り，ころがり軸受または平取h受が設けてある。わくはつりかけ

式の場合，その一方の側に電機子制1に平行して車軸受を設けて

あり ， その電動畿の片 ß!lJを率制でさ さえるようになっており，

車軸受には平軸受が使用される。電動機の他端はノーズでばね

またはゴムを介して台車わくにさ さえるようになっている。

台車装架式ではこのような率制受やノーズはなく，そのかわ

りに台車わくに取付けるための取付足がある。

なおわくおよび鏡ぶたには通風方式によって，空気取入口と

排出口とが設けられる。

2. MT42 形主電動機組立図

(2) 磁 極 これは磁界を作る部分で界磁コイノレと界磁鉄

心とから成り ， 主磁主主(略して主極)と祁i極の 2 種類があって，

前者は電機子に回転力を生ぜしめる磁東をつくり ， 後者ーは主極

聞の中性格において電綾子磁東を打消し，さらに整流が行われ

る短絡電機子コイノレに，適当な整流起電力を生せ'しめる磁束を

つくるためのもので，干i!î援があれば負荷が変化してもブラシの

位世立をかえる必要がない。

主極コ イルには本弱め界再訟のためのタップが設けてあるもの

がある。

(3) 電機子 これは回転する部分で電綾子鉄心 ・ 電機子コ

イノレ ・ 整流子および電綾子輸の 4 部分からなる。電機子鉄心は

~tr陸自子コイ ノレを収め，かつ界磁磁東の通路となる部分で，電機

子コイノレは回転力の生ずる部分，整流子はブラシと接触して外

部から電機子コイルへ電流を導く部分である。電機子コイノレの

巻線法には直;9IJ巻または波巻と，並列巻または重ね巻の 2 通り

がある。

電機子コイノレは回転中に遠心力が作用して，電綾子鉄心のみ

ぞから飛び出そうとするが，これを抑えるためにくさびおよび

パイン F線が用いられる。くさびには木材 ・ ベー クライト・ガ

ラスベークライ ト などを用い， パイ γ ド線はピアノ線 ・ 非磁性

銅線などが用いられる。

(4) 整流子は扇形の断

簡を有する整流子片を所

要数集めて円筒形にした

もので，整流子片聞はア

ーパーマイカで絶縁して

ある。整流子片と電機子

コイノレとを接続する部分

はライザと称する。

(5) 電機子執は鍛造し

た鋼の丸俸を削って作る

が， 十分の強度を必要と

する。両端には車由受の部

分があり ， さらに一端に

は小歯車をテ ー パーフィ

ッ トするのが普通である。

L (6) プラ γおよびプラ

シささえ ブラシささえ

li ブラシをささえるとと

もに，ブラシの頭を一定

斗与一 -4 の圧力で押えておく装置

で，磁気わくの整流子側

の内fIlU または鏡ぶたの内

，mIJに取付けてお く。

4 単相交流整流子'i[

iliiJ織の榊造

これは整流子を有する

交流電動僚で，卒両用と

しては補償直巻電動後 ・

;補償反発電動機および直

巻反発電動機の 3 極が用

いられるが，主として補

償I江巻電動俊について，

l 蹴直巻電動能川
な相違点についてのべる

と ①磁気回路がすべ
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